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令和８年度第２回品川区総合教育会議 

 

日時       令和８年７月１４日（火）午後４時００分 開会 

 

場所        品川区役所 第二庁舎６階 261・262会議室 

 

出 席 者     区長          森澤 恭子 

          副区長            新井 康 

          教育委員会教育長         伊﨑 みゆき 

      同 教育長職務代理者               吉村 潔 

      同 委員                          稲垣 百合恵 

        同 委員              濱松 誠 

        同 委員              吉原 幸子 

 

出席理事者  区長室長             佐藤 憲宜 

       総務課長             中西 俊介 

教育委員会事務局教育次長         小林 徹 

同 庶務課長            舩木 秀樹 

同 学校施設担当課長        荒木 孝太 

同 学務課長            石井 健太郎 

同 指導課長                       酒川 敬史 

        同 教育施策推進担当課長      髙木 圭一 

    同 教育総合支援センター長        保土澤 尚教 

        同 特別支援教育担当課長      新井 正康 

        同 品川図書館長          三ツ橋 悦子 

 

傍聴人   ２人 

 

次第  １．開 会 

  ２．挨 拶  区長、教育長 

    ３．講 演 

      【テーマ】ＡＩ時代に育むべき力とは 

～これからの義務教育に期待すること～ 

      【講 師】一般社団法人Learn by Creation 

 代表理事 竹村 詠美 氏 

    ４．質疑応答 

    ５．挨 拶  区長 

    ６．閉 会 
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区長室長 定刻となりましたので、令和８年度第２回品川区総合教育会議を開会いたします。本会議

の司会を務めます区長室長の佐藤でございます。よろしくお願いいたします。 

この品川区総合教育会議は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の４に基

づき、区長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、品川区の教育の課題等について協議・調

整を行うことにより、相互の連携をさらに強化することを目的として開催するものでござ

います。 

本日は傍聴人の方より、会議の撮影の申し出がありましたので、品川区総合教育会議傍聴

要綱第６条の規定に基づき、これを許可しております。なお、会議中に記録用のカメラ撮影

をさせていただきますが、傍聴人の方の顔は映らないように配慮いたしますので、ご了承

願います。 

恐れ入りますが着座にて、司会進行をさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

続きまして、次第の２．挨拶に移ります。まずは森澤区長からご挨拶をいただきたいと思い

ます。 

区長よろしくお願いいたします。 

区長 皆さんこんにちは。本日は今年度第２回目の総合教育会議にご参集いただきまして、誠に

ありがとうございます。また、日頃から教育行政へのご尽力、誠にありがとうございます。 

本日の総合教育会議では、一般社団法人Learn by Creation代表理事の竹村詠美様をお迎え

いたしまして、ＡＩと義務教育に関するご講演をいただきます。 

ご紹介は後ほどあるかと思いますけれども、現在はアメリカで生活されていて、一時帰国

のタイミングということで来ていただきました。私が都議会議員時代に教育の関係で色々

学ばせていただいたという経緯がございます。 

今、本当にＡＩ技術が日々進歩していて、大人もなかなかついていけず、社会全体がどうい

う方向に行くのだろうということを試行錯誤しながら進んでいくような状況かというふう

に思いますけれども、そういった中で将来がなかなか見据えることも難しい状況ではあり

ますけれども、教育現場において、どういった捉え方をしていくべきなのかということを、

海外の教育を見ていらっしゃる竹村さんにお話を伺えればというふうに思っています。

元々はＩＴ企業にいらっしゃったということもありますので、そういったところも踏まえ

て、お話いただけるかなというふうに思っていまして、楽しみにしております。 

品川区では、令和７年に品川区教育ビジョンを策定し、個人と社会のウェルビーイングを

実現するために、様々な施策や事業を実施しているところですけれども、本日のご講演を

通じ、改めて子どもたちにとってどのような力が今後必要なのか、そしてこれからの品川

区の教育に何ができるのかということを皆さんと一緒に考える機会にしたいというふうに

思っておりますので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

区長室長 ありがとうございました。 

次に教育委員会を代表して、教育長からご挨拶をいただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

教育長 本日は、品川区総合教育会議に講師としてお越しいただきありがとうございます。また教

育委員の皆様、教育委員会に引き続きご出席いただきましてありがとうございます。 

ただいま区長からもありましたが、品川区では品川区教育ビジョンを策定しまして、子ど

もたちの笑顔でつながる共生社会、みんなのウェルビーイングを目指して、そして、子ども

たちがウェルビーイングな状態であるとともに、社会全体が持続的に、よりよい状態でい

るための姿を目指して、そのための子どもたちの資質、能力の育成に取り組んでいるとこ

ろでございます。知識や技術の獲得とともに、非認知能力の育成にも力を入れているとこ

ろです。 

一方、教育指導要領改訂のワーキンググループでも議論をされていますけれども、生成Ａ

Ｉの急速な発展によって、教育現場にも大きな変化がもたらされると考えております。そ

の変化にどう向き合って、何を大切にしていくべきか、我々は常に子どもの姿を見据えな

がら、考えていかなければなりません。 

本日は竹村様のご講演をうかがって、ＡＩが教育にもたらす可能性と課題、そして実体験

に根差した、あるいは豊富な知見に基づいた様々な具体的なご示唆をいただけるものとし

て貴重な機会を大変嬉しく思います。本日の講演が、我々教育委員会、そして学校の管理

職・教員がともに考え、議論する契機になることを願っています。本日はよろしくお願いい

たします。 

区長室長 ありがとうございました。それでは次第の３．講演に移ります。 
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本日は、一般社団法人Learn by Creation代表理事であります、竹村詠美（たけむら えみ）

様 に「ＡＩ時代に育むべき力とは～これからの義務教育に期待すること～」をテーマに、

ご講演をいただきます。 

講演の前に竹村様についてご紹介をさせていただきます。 

竹村様は、マッキンゼーやAmazon、Disneyなど、外資系企業を経まして、2011年に日本最大

級のコミュニティイベント管理サービス、Peatix.comを共同創業されました。 

その後、グローバルなビジネス経験を生かし、教育分野を中心に活動されており、教育ドキ

ュメンタリー映画「Most Likely to Succeed」や「RISE」の上映・対話会の普及、また、

「創る」から学ぶ未来を考える祭典「Learn by Creation」の主催や研修を行われています。 

加えて、総務省統計委員会や日本ユネスコ国内委員会委員などの公職も務められています。 

簡単ですが、ご紹介は以上となります。 

本日は、AIの発展が続く現代において、子どもたちに必要となる力や、その力を育むための

教育について、国内外の事例を交えながら、お話しいただきます。また、講演終了後には質

疑応答を行いたいと思います。 

それでは竹村様、よろしくお願いいたします。 

講師 よろしくお願いいたします。それでは着席のほうで、お話をさせていただきたいと思いま

す。今日は本当に貴重な機会をありがとうございます。 

私は1996年頃からＡＩ時代にどう備えるかということを考えてきました。インターネット

がちょうど普及し始めたのが1995年頃で、その頃から会社に１台しかパソコンがないよう

な時代からインターネットと付き合っておりました。Amazonという会社にいた時に、レコ

メンデーション機能というものがありました。皆さんも日常的に使われていると思います

が、あれはＡＩの先駆けなんですよね。そういったところから徐々にＡＩが来ているなと

思っていたんですけれども、やはり大きかったのはこの３～４年ですね。2022年にChatGPT

が始まってからです。 

私も僭越ながら、2020年に『新エリート教育』という書籍で、ＡＩ時代にどう備えていくか

というテーマについて書かせていただいたのですが、本当にこの３年ぐらいの間に、６年

前に言っていたことがどんどん現実になってきていて、加速度を増しているなというとこ

ろを感じています。そういった意味でも、本日は非常にタイムリーなテーマでお話しさせ

ていただく貴重な機会だと思っております。 

アメリカではすでにＡＩを活用したさまざまなツールが普及しています。例えば、レッス

ンプランや探究学習の計画を考える、評価のルーブリックを作る、ライティングやエッセ

イの添削を行うなど、あらゆる場面でＡＩを活用するツールが先生向けにも子ども向けに

も出てきています。アメリカという国は新しいものへの飛びつきが早いので、さまざまな

試行錯誤やトライアルが行われています。ただ、本日は個別の細かな事例を一つひとつご

紹介するというよりも、そうしたアーリーアダプターの経験を見てきた中で、私自身が学

んできたことを共有できればと思っています。 

本日は大きく４章立てでお話ししたいと思います。私自身がテクノロジー業界で長く仕事

をしてきた中で、テクノロジーがどのように教育へインパクトを与えてきたのかという点

について社会的な観点と、２人の子どもを育てる親としての観点からお話しします。その

うえで、幼少期・思春期に育みたい力とＡＩの影響について触れ、具体的な事例を６つご紹

介し、最後に教育ＡＩ投資において気をつけるべきポイントについてお話ししたいと思い

ます。 

最初に、ＡＩとこれまでのテクノロジーの違いについてです。 

もちろんテクノロジーと言いますと、人類の歴史の中で様々な技術や知識が文明や学びに

影響を与えてきたわけですが、ここではかなり単純化してお話しさせていただきます。 

インターネットが普及し、計算処理能力が飛躍的に向上してきていて、従来のテクノロジ

ーはデータ処理や分析の高速化、情報収集のグローバル化などを通じて、私たちの作業を

効率化するための道具として社会に浸透してきたという側面が非常に大きいと思っていま

す。釈迦に説法かもしれませんが、ブルームの分類学の６段階の認知領域で考えてみます

と、これまでのテクノロジーというのは、どちらかというと低次の思考力を支援するもの

でした。大量のデータ収集ができる、処理ができる、人間の指示に従って分析できる、人間

の創造につなげるという、あくまでも人間主体であり、人間の指示を受けて下支えをする

存在だったわけです。今までのインターネットやコンピューティング技術というのは、そ

うした認知活動を非常に高速で支えてくれる存在だったと言えると思います。 
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一方で、この３～４年の間に生成ＡＩ、いわゆるＬＬＭが急速に普及しました。「今までの

テクノロジーも十分大きな変化だったのだから、そこまで心配する必要はないのではない

か」と考える方もいらっしゃると思います。 

しかし、私自身30年近くテクノロジー業界を見てきた経験から申し上げますと、表現が正

しいかわかりませんが、今までの変化が波であったとするなら、生成ＡＩは津波や山火事

のようなものだと感じています。少々乱暴な表現かもしれませんが、それほどまでに普及

と進化のスピードが桁違いです。先ほど申し上げたように、従来の技術は低次元の思考が

得意でした。そして普及までに10年、20年という準備期間があり、その間に教育界も社会も

議論を重ねながら活用方法を模索することができました。GIGAスクール構想も比較的新し

い取組みですが、それでも一定の準備期間がありました。 

ところが生成ＡＩは、この３～４年で一気に普及しました。現在アメリカでは、約85％の社

会人、約９割の生徒が日常的に生成ＡＩを利用していると言われています。また、企業でも

およそ半数の人が実務においてＡＩを活用しているというデータがあります。スライドの

２枚目になりますが、生成ＡＩは先ほどの認知領域でいう高次元の思考、つまり分析や創

造などを支援できるようになっています。具体的には、アイデア出し、コーチング、コピー

ライティング、映像制作など、これまで人間にしかできないと思われていた複雑な創造的

な仕事が次々とできるようになっています。 

本当に日進月歩です。毎月どころか、下手をすると毎日のように進化しています。 

例えば、このスライド自体もAnthropic社が開発したClaudeという生成ＡＩを使って作成し

ています。ChatGPTとは別の生成ＡＩですが、先月出たばかりのデザインツールを使うこと

で、これだけの綺麗な資料を作ることができます。 

私がマッキンゼーにいた頃は、原稿を作成し、専門のスライド作成担当者と何度もやり取

りを繰り返しながら資料を完成させていました。ところが今では、その延長でウェブサイ

ト作成までできるようになってきています。大人も子どもも、これまで考えられなかった

高次元の創造活動をできるようになってきています。 

アメリカでは試験的に「ＡＩ店長」と呼ばれる仕組みでコンビニ運営を試みているベンチ

ャー企業もあります。まだうまくいっていなくて実験段階ではありますが、人がいない店

舗で、店長はＡＩ、発注もＡＩが行うという仕組みです。そのような、想像を超えるスピー

ドで変化が進んでいます。 

そんな中で、特にアメリカを中心とした動きではあるんですけれども、これまでアメリカ

では、大学に行くということが社会における成功への切符を握る大きな手段の一つだと考

えられていました。とにかく高校卒業ではなく大学へ進学しましょう、大学へ行ってホワ

イトカラーの仕事に就きましょう、そうすると比較的高い年収で安定した仕事が得られま

す、というような神話といいますか、そういったストーリーが長く存在していたわけです。

ところがここに来て、ついにホワイトカラーの仕事、特に定型的なパターン認識を伴う仕

事について、大きな変化が起きています。例えば、カスタマーサービスやテレマーケティン

グの仕事です。また、一番驚かれているのはプログラミングの仕事ですね。プログラミング

の仕事といっても、エントリーレベルの比較的簡単で定型化しやすい仕事については、今

やかなりの部分をＡＩが担うようになってきています。 

このような状況もあって、新卒採用は非常に厳しくなってきています。現在、アメリカ全体

の失業率は３.４％程度ですが、22歳から27歳については、その倍近い５.６％程度の失業

率となっています。私の知人のお子さんでも、これから新卒で就職しようとしている方が

いますが、なかなか仕事が見つからないという話を聞いています。また、ＡＩ関連企業の方

が卒業式でスピーチをすると、若者からブーイングが起こるということも、今年の卒業式

では実際にあったそうです。 

一方で、経験に裏打ちされた判断力、人脈、信頼関係を持っているベテラン人材について

は、逆に就職状況は良いんですね。テクノロジー企業でも、ベテランの社員は経験に基づい

て新しい予測モデルを作ったり、戦略を考えたりする役割を担っています。そういった仕

事については人材不足が起きています。 

少しいびつな状況ではありますが、従来であれば新卒社員を採用してトレーニングをしな

がら育てていくというのが大企業の方向性でした。しかし、今は即戦力志向がかなり強ま

っています。というのも、これまではベテラン社員と新卒社員が一緒になって、調査をした

り資料を作ったりしていたわけですが、そのような業務はＡＩアシスタントが担えるよう

になってきました。そうするとベテラン社員は、自分専属のＡＩアシスタントを５人でも
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10人でも100人でも持てるような状態になりますので、生産性が大きく向上します。その結

果、新卒人材に対するニーズが下がってきているという実態があります。 

こうした社会の変化が特にアメリカで急速に進んでいます。この波はある程度日本にも来

ると思います。その中で、教育界全体としても、これからＡＩとどう付き合っていくのかと

いうことが非常に大きな課題になってくるのではないかと思っています。 

よくＡＩに関する記事では、「ＡＩに代替される仕事は何か」ということが話題になります。

これは現状の話であり、今後変わる可能性もありますが、一般的には先ほど申し上げたよ

うなパターン認識を中心とした仕事は代替されやすいと言われています。例えば、定型的

なコールセンター業務や、プログラマーの中でも比較的初級レベルの仕事などですね。 

一方で、ＡＩに代替されにくい仕事としては、社会性やヒューマンタッチが重要になる仕

事が挙げられます。例えば投資家も、データ処理や予測モデルの作成についてはＡＩを活

用できます。しかしマーケットには人間的な側面があり、人と人との情報交換や信頼関係

が意思決定に大きく関わるため、意外と代替されにくいと言われています。 

また、微生物学者のような仕事も同様です。大量のデータは扱いますが、公衆衛生や社会背

景など、人間社会に関する知見を踏まえなければなりません。 

そうした人間関係から得られる情報や知恵、経験値や勘といったものに加え、それらをＡ

Ｉによって増幅する、いわゆる「ＡＩオーグメント」を活用できる人が、今後は強みを持つ

と言われています。つまり、人間ならではの力とＡＩの力の両方を使いこなせるかどうか

が、これから仕事をしていく上で大きな分かれ目になってくるのではないかと思います。 

右側のグラフは少し見づらいかもしれませんが、ＡＩによって代替されやすい仕事の求人

広告数の推移と、ＡＩを補完的に使いながら価値や生産性を高める仕事の求人広告数の推

移を示したものです。スタンフォード大学の調査によるものですが、後者は右肩上がりに

なっており、一つの潮目を迎えていることが見て取れます。 

今後、ＡＩをどう活用できるかということが、仕事において明暗を分ける一つの重要な要

素になっていくのではないかと思っています。 

ここで、「生産性ファーストから人ファーストの時代へ」と書かせていただいたんですけれ

ども、もちろん、ＡＩを活用して生産性を上げることは重要です。今まで100人必要だった

仕事を10人でできるようになる、といったことも起こります。しかし、これからの時代を考

えた時に、「ＡＩに代替されるか、されないか」という軸だけで考えてよいのかというと、

私はそうではないと思っています。 

ＡＩにロボットが組み合わされば、人間的な作業もかなりできるようになるのではないか

という見方もあります。それでも、人にはアイデンティティや文化的背景、家族背景などが

あり、様々な経験や先人から受け継いできたものがあります。私たちはそうした積み重ね

の中で生きています。 

無人格のＡＩが作るものと人間が作るものでは、やはり違う価値があると考えています。

例えば、森澤区長が作る公約とＡＩが作る公約の違いは何かというと、そこには森澤区長

ご自身の考えや価値観、人格が反映されているということです。区民の皆さんも、その人格

を知った上での公約だから、区民の方に刺さるという側面があると思います。 

そういった意味で、「誰が何を言っているのか」という価値は、今後さらに高まっていくの

ではないかと思っています。 

実際、若い世代の行動を見ても、無機質な大量生産品より、ストーリーのあるブランドに価

値を感じる傾向があります。企業であれば、例えばサステナビリティへの考え方や、どのよ

うな理念や背景があってこの商品を作っているのか、といった部分ですね。そういったス

トーリーへの共感はＡＩ以前からありましたが、この10年ほどでさらに重要になっていま

す。英語では「narrative（ナラティブ）」と言いますが、その人や企業、団体がどのような

物語を持ってメッセージを発信しているかによって、支持されるかどうかが左右される時

代になっています。 

人間には機械と違って凸凹があります。私にも得意なことと苦手なことがありますし、皆

さんもそうだと思います。そうした凸凹を認め合い、多様性を尊重しながら、その人ならで

はの感覚や判断、意見を活かしていく。そうした人間らしさが、これからますます評価され

る時代になってきているのではないかと思っています。 

例えばアメリカでは、日本の伝統的な金継ぎが非常に高く評価されています。ロサンゼル

スでは、100ドル以上を払って金継ぎを体験したいという人もいます。また、古着をリメイ

クして楽しむ文化もあります。機械的にただ安いものというわけではなく、ＡＩ時代にな
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り、自分自身のアイデンティティが揺らぎやすくなる中で、人間らしさや手作り感のある

ものに人々が惹かれていると感じています。 

これは多様性の観点から見ても大きなチャンスだと思います。完璧な人はいないという前

提の中で、お互いの考えやセンスを尊重しながら共存し、地球人として価値創造に取り組

む。そうしたクリエイティブリーダーが、これからますます求められていくのではないで

しょうか。そうした子どもたちがクリエイティブリーダーとして育っていくことは、品川

区にとっても、日本にとっても、とても明るい未来につながるのではないかと私は思って

います。 

そこでここからは、学童期・思春期の学びにおけるＡＩの脅威と可能性についてお話しし

たいと思います。 

ＡＩというのはツールですから、包丁と同じで、プラスにも使えますしマイナスにも使え

るわけです。このスライドでは、言葉をランダムに並べただけなんですけれども、こうした

形でＡＩの可能性や脅威、課題を示しています。脅威がたくさんあるから取り入れないと

いう方向ではなく、脅威も意識しながらどう付き合っていくかというところについて、３

点ほどお話しさせていただきたいと思います。 

１つ目は、非認知能力の育成やcompetency（コンピテンシー）についてです。これは日本で

も長い間言われてきており、探究学習もかなり浸透してきているのではないかと思います。

その中で、どうやってＡＩを活用しながら非認知能力を健やかに育んでいくか、という視

点でお話しさせていただきます。 

ＡＩは答えをくれるものではなく、学びのサポーターとしてどう活用できるかという視点

が重要です。私は、いわゆる従来型の受験を経験してきた人間で、かなり短期記憶偏重型で

大学受験を乗り切ったところがあります。しかし、５年後、10年後も忘れない知識や知恵、

スキル、あるいはそれらを新しい場面で活用する力を育てるためには、長期的な記憶に残

る学びの活動をどう設計するかが大切になります。その際、ＡＩをどう活用していくのか

ということです。 

ＡＩは使い方によってはすぐに答えをくれます。しかしそうではなく、ソクラテス・セミナ

ーのように、問いを立て、その問いに対してＡＩがヒントを出し、一緒に考えるパートナー

として付き合っていく。そうした関係性をどう作っていくのかが大きなポイントだと思い

ます。 

ＡＩがある時代だからこそ、「学び方を学ぶ」ということが非常に大切になります。 

例えばＩＢ教育では、ＴＯＫ（Theory of Knowledge）という形で、「学び方を学ぶ」こと自

体が一つの科目になっています。この学び方を学ぶことで、ＡＩの良い使い方ができるよ

うになります。 

リスクを低減しながら効果を最大化し、ＡＩをサポーターとして捉えて活用していくこと

ができるようになるのではないかと思います。 

２つ目は、メンタルヘルスの問題です。 

これはＡＩが始まる前からありましたが、この10年、20年でかなり危機的な状況になって

いると思います。インターネットやソーシャルメディアの普及によって、特にアメリカで

は子どもたちのメンタルヘルスの危機が叫ばれています。最近では、ニューヨーク大学の

ジョナサン・ハイト氏の著書なども世界的に広く読まれるようになり、子どもたちのスク

リーン利用時間やインターネット利用時間について、さまざまな議論が行われています。 

ロサンゼルスなどでも、小学校低学年は何時間まで、宿題では何十分までといったような

制限が設けられ始めています。 

インターネットの使い過ぎによって脳の発達に影響が出ることを、どのように適切に是正

していくかということが、国家的・世界的な課題になっています。インターネットの過度な

利用によって、集中力が低下したり、前頭葉の発達に影響が出たりして、感情のコントロー

ルや自制心を育みにくくなると言われています。また、スクリーンに向かう時間が増える

ことで、人と向き合って喧嘩をしたり、一緒に笑い合ったりするような泥臭い人間関係を

経験する機会が減ってきています。そういった影響はＡＩ以前からあったのですが、今は

さらにＡＩコンパニオンのような存在が出てきています。ＡＩが擬人化され、ある種の人

格を持った存在として子どもたちと向き合うことができるようになってきています。特に

子どもたちの場合、それが本当に人間なのかどうかが分からないまま、その関係性の方が

楽だと感じてしまうことがあります。すると、実際の人間関係よりもＡＩコンパニオンと

の関係にどんどん依存していってしまう。そうした危機的な状況が実際にアメリカでは起
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きています。自殺に至るケースや、フェイクニュースによる問題なども発生しており、何が

本当なのか分からなくなって信頼が揺らぐということも起きています。 

本来、人は自分自身を知り、他者を理解し、共感する力を育んでいく必要があります。しか

し、そうした機会が時間的にもスキル的にも奪われていると感じています。そのため、ＡＩ

を導入する際は、認知能力や非認知能力をどのように育むかということと同じくらい、子

どもたちのメンタルヘルスや社会性、情動面の学びをどう育てるかということを両輪で考

えていかなければならないと思っています。 

また、これまで以上に自己肯定感や自己効力感を持ちにくくなっている面もあります。 

ＡＩが非常に優秀なため、「ＡＩにはかなわない」と感じてしまうと、「自分にはできない」

「どうせ無理だ」といった感覚になりやすいからです。そうならないように、ＡＩとうまく

付き合っていくことが非常に大切だと思います。 

３つ目が、「ハードファン（Hard Fun）」です。これは英語の「Hard」と「Fun」を組み合わ

せた言葉です。 

今は簡単に答えにたどり着ける時代です。だからこそ、失敗してもくじけず、何度も目標に

向かって挑戦し、その過程そのものに喜びを感じる経験が大切になります。 

スポーツ選手などによく見られることで、「１万時間の法則」といった話もありますが、失

敗しても失敗しても楽しい、学ぶ楽しみや成長する楽しみを感じられることが重要です。 

そうした経験が、成長マインドセットを育て、少しずつ自信を深めていくことにつながり

ます。 

しかし今、その経験自体が失われつつあるように感じています。 

探究学習はそうした経験ができる場として設計されていると思いますが、「挑戦する」「失

敗する」「振り返る」「再挑戦する」というサイクルには時間がかかります。 

学校現場も非常に忙しいと思いますが、子どもたちにどう時間を返してあげるか、余白や

空白の時間をどう確保するかが重要です。単にＡＩが個別最適化された問題を大量に出し

てくれて、それを解き続ければ良いという話ではありません。子どもたち一人ひとりが、

「自分はこれに挑戦してみたい」と思えるものを見つけられることが大切です。教科に関

係しなくても構いません。例えばベーゴマでも何でもいいと思います。そうした挑戦する

機会を余白の時間の中で作ってあげることが、ＡＩとは関係ないように見えて、実はＡＩ

を使いこなせる人になるために非常に重要なのです。ＡＩに使われない、ＡＩによって自

信を奪われない子どもになっていくためには、そうした体験が欠かせないと思います。 

まとめということではないのですが、ＡＩを使いこなせる子ども、大人になってほしいと

いう目的を達成するためには、まず子どもたちがハードファンを楽しめる経験を持つこと

が大切だと思います。そして、自分を知る、他者を知る、他者に共感するという情動面の学

びをしっかり経験しながら、人との関係性を築いていく。さらに、五感を使って学ぶことも

重要です。 

特に小学校低学年から高学年、中学生にかけての多感な時期には、こうした観点を大切に

しながらＡＩ導入を考えていく必要があるのではないかと思っています。 

ここからは、より具体的にＡＩをどう活用していくのかという話になります。 

ＡＩは、学校の先生方の業務負担を軽減したり、業務効率を高めたりするという意味で非

常に有益なパートナーですし、授業づくりにも活用できる素晴らしいツールだと思います。 

本日は、その中でも６つのポイントに絞ってお話ししたいと思います。 

まず１つ目は、アダプティブ・ラーニングです。 

個別最適化や自由進度学習、ＧＩＧＡスクール構想などの文脈で以前から議論されてきた

内容だと思います。学習支援が必要なお子さんにとっても、あるいは現状の学習に特に問

題のないお子さんにとっても、新しいチャレンジを提供するという意味で、個別チュータ

リングには大きな可能性があります。古くはソクラテスの時代から、一人ひとりのレベル

や状況、興味・関心に応じた学びが大切だと考えられてきました。ＡＩによって、一人ひと

りが家庭教師を持つような環境が実現しつつあります。実際に算数の成績向上につながっ

た事例もありますし、問いかけの面でも、ＡＩは簡単に答えを出すのではなく、考えさせる

方向に導くツールとして活用できます。声かけをしながら、子どもたちが自分で解決して

いく力を育むためのツールも数多く登場しています。ただし、使い方が十分理解されない

まま導入してしまうと課題もあります。学習意欲の高い子はどんどん活用しますが、本当

に支援が必要な子は、「ヒントしか出してくれないから面倒くさい」と感じて使わなくなっ

てしまうこともあります。そのため、問いの立て方の指導や導入支援を丁寧に行わなけれ
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ば、伸びる子は伸びても、全体としてはそれほど成果が出ないということも指摘されてい

ます。 

もう一つは、形成的評価やフィードバックです。 

例えば作文を提出しても、先生方は何十人分もの作文を読まなければならないため、返却

まで２日、３日かかることも珍しくありません。しかし、ＡＩを使えばリアルタイムでフィ

ードバックを返すことができます。国語であれば、句読点の打ち方や文法、表現方法などに

ついて即時にアドバイスが得られます。先ほどお話ししたように、挑戦と改善を繰り返す

ことが大切です。評価がすぐ返ってくることで、自分で修正し、何度もやり直し、再挑戦す

ることができるようになります。そうした成功事例も報告されています。 

ただし、ここで大切なのは、ＡＩの評価を絶対視しないことです。 

ＡＩが先生の代わりのように見えてしまい、「これが成績に直結する評価だ」と生徒が受け

止めてしまうと、挑戦すること自体に不安を感じてしまいます。そのため、ＡＩとのやり取

りはあくまでも練習や復習の位置付けで行い、成績や評定には直接影響しないという形で

活用した方が、生徒も安心して取り組めるという報告があります。 

ただ、アメリカでもまだ試行錯誤の段階です。改善の方向性の明確さや正確性、支援的なト

ーンなど、評価基準が明確なルーブリック評価についてはＡＩは比較的得意ですが、だか

らといって先生が評価に関わらなくてよいということではありません。先生が学習の中心

的なパートナーであるという位置付けは維持しつつ、ＡＩをティーチングアシスタントの

ような補助的存在として活用していくことが有効だと言われています。 

探究や問題解決の足場かけというところでは、シミュレーションというのが機械の得意分

野であるので、ＡＩがそのシミュレーションに付き合ってくれることで、生徒が色々なこ

とを考える時のアイデア出しのパートナーにもなってくれます。また、生徒の考えた最初

の問いかけが漠然としていたり少し甘かったりした時に、「具体的にはどうなんだろう」と

いった形で一緒に考えてくれます。そういった意味で、ＡＩをパートナーとして捉えると、

問いかけや自分の考えを深掘りするために役に立つという部分もあります。 

ただ、使い方を間違えてＡＩに頼り過ぎてしまうこともあります。ＡＩがある中では成績

が良かったけれども、使うのをやめてテストをしてみたら、ＡＩを使っていなかった生徒

のほうが成績が良かったという研究結果もあり、非常に難しいところです。ヒントは出す

けれど答えは出さないという形で、どうやってうまい具合にガードレールを付けていくか

が重要だと、様々な研究レポートで言われています。 

英語では「認知のオフロード」という言葉がよく使われていて、これはＡＩができるからこ

の計算は全て任せてしまおう、ここを考えるのは任せてしまおう、となってしまい、自分で

身につけようという意欲に繋がっていかず、最終的に数学の結果のように本番では全然で

きないということが起こったりします。 

次に、ＡＩが画像や動画を作ってくれるということはご存じだと思います。では、どのよう

にそれを教育に活用できるのか。ＡＩはロールプレイが非常に得意です。擬人化してしま

うのが問題だということを反対に考えると、例えば歴史などの過去のものに興味を持って

もらうことが難しいという点では、例えばＡＩが徳川家康になりきって話をしてもらうこ

ともできます。第二次世界大戦時に一般ドイツ市民の立場ではどう考えていたのかを話し

てもらったり、独立戦争時にジョージ・ワシントンとジョージ３世という対立する立場の

人物にお互いどう思っていたのかを話し合ってもらう、といったこともできます。歴史と

いうのは、どの視点から見るかによって見え方が変わってくると思いますので、そういっ

た新しい視点を発見するために活用するといったこともあります。 

また、生徒が作ったものを先生がＡＩ画像を使ってさらにステップアップさせることもで

きます。例えば、ある授業で動物の形の家の模型を作った生徒さんがいたとします。その生

徒さんの模型をＡＩがシミュレーションし、仮想空間で擬似体験できる状況を作ることで、

さらなる興味に繋げることも可能です。 

また、多言語対応が容易にできるので、アメリカのような移民の多い国では、言葉が不自由

な子ども達への支援にも活用できます。そういったマルチモーダルな学びというところも

非常にポジティブに言われています。 

鍵になるのは、生徒の学びを発展させていくモチベーションに先生がどうつないでいくか

ということです。ここは本当に先生がキープレイヤーになってきまして、こういったＡＩ

の特徴をどう活かしていくかということになります。 

品川区は多彩な人材を育むという意味で、アクセシビリティやインクルージョンの観点で
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も、ＡＩは非常に大きな可能性を持っています。 

ＩＥＰ、いわゆる個別支援学習計画についてですが、こういったものを特別支援教育の先

生方が一人ひとりについて作成するのは非常に大変ですが、ＡＩを活用することで、そう

いった計画作成の時間を大幅に短縮できます。そこで生み出した時間を実際に子どもと関

わる時間にあてることができるので、ＡＩを活用している先生方が多いという話がありま

す。 

ここで大切なのが「Human-in-the-Loop」という考え方です。ＡＩは過去のレポートなどを

参考に、それらしい計画を瞬時に作ることができてしまいます。その瞬時にできたものを

そのまま鵜呑みにしてしまい、十分な確認をせずに使ってしまうと、あまり良い結果にな

らないという報告もあります。「Human-in-the-Loop」ということで、やはり最終的には先生

が目を通すことが必要になります。ＡＩはまだまだ完璧ではありませんから、その生徒さ

んのことを一番知っているのは先生ということを踏まえ、先生が必ず内容をチェックする

ことが大切です。そのような形で使えば、先生方の効率アップになり、生徒と向き合う時間

をより増やしていけると言われています。したがって、ＡＩ導入を教員の人員削減の理由

にしてはいけないということは、研究レポートなどでも指摘されています。 

最後に、ＡＩリテラシーについてです。 

ここは先生方も非常に気になっている部分ではないかと思います。現在、メディアリテラ

シーや情報教育はかなり進んできていると思いますが、今後はそこにＡＩリテラシーを加

えていく必要があります。 

小学生の段階では、ＡＩの得意・不得意、苦手なこと、間違えること、人間との違いといっ

たものを学ぶことが大切です。必ずしもＡＩを使う必要はなく、ハンズオンという形で学

ぶこともできます。例えばカードゲームやロールプレイなどを使い、ＡＩとは何かという

ことを概念として理解することができます。あまりネットやデバイスを使わない形で始め

る方がよいのではないかと思っています。 

中学生になった段階で、安全性が担保されたツールを使いながら、リスクを理解した上で、

情報の信憑性や引用元の確認、批判的思考を育むような形のＡＩリテラシー教育を行って

いくことが重要です。また、ＡＩコンパニオンは人間ではないということを理解すること

や、問いの立て方を学ぶことも大切です。あくまでＡＩは人間が使うものであり、人間がＡ

Ｉに使われるものではないということをしっかり理解して活用していくことが大事だと思

います。 

ただ、海外の研究などを見ると、教員の方々が学習習慣をしっかり設計した上でバーチャ

ルＡＩを活用することで、好奇心や主体性が育まれるといった研究結果も出ているようで

す。また、しっかりガイドラインに照らしながら活用するということを覚えておく必要が

あります。 

最後に、教育ＡＩ投資における気を付けるポイントについてです。 

ここは社会においても大切なポイントだと思いますが、判断の輪の中に必ず人を置く形で

のＡＩ活用が非常に大切だと思っています。そこを考えた時に、必ず教員研修から始めて

いくことが非常に重要だと思います。先生が一律にＡＩを使うというよりは、アーリーア

ダプターの先生から少しずつトライアルしていき、実践値を高めていく。その中でタスク

フォースを作りながら導入を考えていく。あまり「一気に全員で」という形ではないほうが

いいと思います。 

また、スモールサクセスがどんなツールでも大切です。探究学習やプロジェクト型学習の

取組みを過去10年ほど見てきた経験から申し上げますと、先生方がオーナーシップを持ち

ながら小さな成功体験を重ね、自信を持って周囲へ広げていくということが、一番の成功

と定着につながると感じています。なので、教員研修はなかなか予算が付きにくい部分も

あると思いますが、継続して実施することが非常に大切です。小さな成功を積み重ねるた

めには、個人情報やデータの取り扱いについても、ＡＩを活用すると大きな課題になって

くるので、慎重に進める必要があります。定期的に効果検証を行いながら、変化の速いＡＩ

に合わせて活用方法も更新していく。リビングラボのような形でＡＩ導入を広げていくこ

とが良いのではないかと思っています。 

私からのお話は以上とさせていただきます。ありがとうございました。 

区長室長 竹村様ありがとうございました。それでは本日ご参加の皆様から、質疑のほうを受けたい

と思います。 

では森澤区長、お願いします。 
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区長 ありがとうございました。 

非常にわかりやすく、ＡＩとどう付き合うべきかというところを色々な情報をいただき、

まだ全部噛み砕けていない部分もあります。デジタルネイティブと言われていた時代から、

今は「ＡＩネイティブ」と呼ばれる子どもたちの時代になりつつあります。学校であえてデ

ジタルツールを使わない、いわゆる「アンプラグド化」を進めたとしても、結局のところ、

子どもたちは小さい頃からデジタル技術になじみがある状況になっています。そうする

と、「ＡＩは何でも知っている」と感じてしまい、その存在に圧倒されて「もう自分で考え

なくてもいいや」となってしまうのではと思います。だからこそ、教育の現場で最初にＡＩ

リテラシーを教えていかないと、飲み込まれ、圧倒され、成長が止まってしまうといった危

険性を感じています。アシスタントやパートナーとして使いこなせれば、どんどん自分の

思考を深めたりクリエイティブを高めたりできると思うのですが、そこにたどり着く前に

圧倒されて終わってしまわないかという心配があるのですが、そのあたりはどうでしょう

か。 

講師 非常に鋭いご指摘で、本当にそこは気をつけなければいけないことだと思います。 

子どもたちは小さいときは本当に自信の塊だと思います。幼稚園生などの未就学児は一日

に何万回と質問をする質問の名人だと思うのですが、ある時から、あまり自信がなくなり、

質問をできなくなってしまいます。なので、いかに子どもの自信をそのまま小学校の低学

年でも継続していくかということが、実はＡＩ前から言われていました。それには、正解が

１つじゃない事もたくさんあることを早くから知ること。自分の意見を他者比較で捉えて

価値判断する必要はないということを知ること。そういった学びの環境があるというのが

すごく大切だと思います。 

例えば小学校の算数でも一番効率のいい解き方があると思いますが、計算方法はいろいろ

ありますよね。例えば、指で数えるとか、ケーキであれば実際に切った数を数えてみると

か、色々あると思います。探究型の小学校では、いろいろあるやり方を探ってみて、その中

で「こうやったら速いよね」と、自分で気づいていく。そういうプロセス、ある意味面倒く

さいプロセスを経ることで、子どもたちは自分でこういうアイデアを出していいんだ、ア

イデアが間違っている・間違っていないは気にしなくていいんだ、他の子が良い事を言う

から、自分もそれをやってみようと、決して自分が間違えたという感覚ではなく、より良い

方向にたどり着けたという感覚で学べるようになると思います。 

なので、先ほども余白について話をしましたが、やはり幼児から小学校低学年の間は、ゆっ

たり学びができる時間を作ってあげるということが何よりも大事なのではと思っていま

す。早くたくさんできることが大事というよりは、しっかり考えて、ある意味面倒くさいこ

とも何度もやってみる。それがハードファンですけども、大変でも仲間と一緒にああだこ

うだ言いながらやるから楽しい、そこで自分が求められているから嫌ではない。そういう

感覚を持てるというところが大切ですよね。ハードファンを楽しめることができれば、小

学校高学年から中学校にかけて抽象思考が育つにつれ、テストの点の開きが目立ち始めま

すが、そうなっても自信を奪われずに、ＡＩを学びのツールとして使い、成長マインドセッ

トを持って頑張っていけるのではと思います。なので、６歳～10歳までの学びみたいなと

ころがものすごく肝かなと思っています。モンテッソーリの幼稚園や小学校では人間の五

感、六感みたいなもの、手をたくさん使った学びみたいなものなどをたくさんやります。算

数なんかでも、こんな解き方はものすごい時間がかかるよね、みたいなことをわざわざや

るのですが、図形とか三次元で考える力みたいなものが小さい頃に身につくので、直感的

に空間認識能力が高くなったりするとも言われています。今の時代、改めてそういった具

体物をしっかり使ってしっかり遊んで、しっかりハードファンを身に着けるという習慣。

その習慣を後からつけるのは大変なので、面倒くさいことをあえて時間をかけて行う環境

を整えてあげるということを、必ずしも学校だけではなく、学童や家庭でも低学年の時期

に経験させてあげるというのは、後々５年、10年先かもしれませんが違いが出てくるので

はと思います。 

区長 ありがとうございました。 

区長室長 他にご質問ある方はいらっしゃいますでしょうか。 

では、吉村委員お願いします。 

吉村委員 今日はどうもありがとうございました。 

本日を楽しみにしていました。というのは何日か前の新聞に、今アメリカで話題になって

いる研究のことですが、作文を50人ぐらいに書かせて、３つのグループに分けます。１グル
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ープはＡＩを使う、１グループは検索エンジンを使う、１グループは何も使わない。ＡＩを

使ったグループの８割が作文を書いた後に書いたことを何も思い出せなかった。あるいは

画一的だった。この研究が今アメリカで話題になっているという記事を読んだところだっ

たので、今日、これからの義務教育を期待することというテーマであり、私たち教育委員は

義務教育を対象として考えているので、すごく楽しみにしていました。 

今日お話を伺って、やはりＡＩについては、二項対立的に考えることではないのだという

ことを確信しました。 

先生のお話の中で、例えば、学び方を学ぶということがとても大事であると。一方では子ど

ものメンタルヘルスについても考えなければいけない。また、ＡＩとハードファンのお話。

やはり両方を考えていかないと、特に義務教育段階では、発達段階に応じた設計というお

話もありましたし、今の最後の話では、低学年が大事というお話もありました。ですからや

っぱり義務教育段階では、二項対立ではなくて、ＡＩを上手に使うために、一方ではという

ところもきちんと考えてやっていくことが大事なんだなと思いました。 

質問ですが、ＡＩに置き換えられない仕事の中に校長がありました。それはどういう意味

なのかということと、教員もやはり置き換えられないのでしょうか。 

講師 基本的にお子さんと向き合う仕事というのは、ＡＩには置き換えられづらいと考えていま

す。もちろん技術的にできないのかというとできなくはないと思いますが、帰属意識やア

タッチメントを育む過程にいる子ども達の健全な発達にとってどうあるべきかをしっかり

考えなくてはいけません。成長において揺らぎはつきものです。しかし、そこの揺らぎをさ

らにＡＩで深化させる必要はないと思っています。我々は人間の繋がりの中で生きている

中で、ＡＩはいかようにも七変化するもの。七変化するものというのは、子どもにとっては

頼りない存在だと思います。特に小さい頃は、面倒くさい人とか、そういうある意味揺るぎ

ない存在の中で生きているということを確信できるか、その中のコミュニティの一員だと

いうことをしっかり感じられるということはとても大切だと思います。なので、自分の思

いでどんどん変わっていく、ゆらゆらしている頼りにならないものというのは長い目で見

たときに非常に危うい存在だなと思います。校長先生のしっかりした方針のもとに、学校

がその子にとって100％楽しい場所ではないかもしれないですけど、良い部分も悪い部分を

含めて自分のアイデンティティの一つになっていると思います。アイデンティティが揺ら

ぐ存在をたくさん子どもの周りに設けてしまうのは非常に危険だと思っています。 

区長室長 ありがとうございます。 

大変申しわけないのですがあと５分ぐらいとなりますので、もう１つご質問があればお願

いします。それでは稲垣委員お願いします。 

稲垣委員 ありがとうございます。 

私も今、ＡＩをどう使っていこうか、子どもにどう向き合わせていこうか悩んでいたとこ

ろでしたのですごく参考になりました。 

お伺いしたいのが、中学生の息子が定期テストの時に、プリントやワークなどを全部読み

込ませてクイズを出させて勉強していて、すごい効率がいいと言っている。これは何か抜

け落ちているものはないのでしょうか。何か得られなくなっているものはないのかという

のが一つ。 

もう一つが、中高生はすぐ次の進路を選ばなければいけないという中で、来年どの仕事が

残っているかもわからないような状況、その不安定な中で次の進路を選んでいく。今の子

どもたちに何かアドバイスがあったら伺いたいと思います。 

講師 ありがとうございます。 

１番目の質問ですが、私の息子も大学生でそれに近いことをやっています。ＡＩが間違え

やすいポイントを把握してどんどん問題出してくれること自体は全然悪いことではないと

思います。息子さんは大丈夫だと思いますが、自分がちゃんと納得して、自分でできるよう

になるまでやるぞ、という使い方をしているかどうかだと思います。何となくできたけど

すぐ忘れてしまうことがあると思うので、お子さん一人ひとりの意識。練習問題としてど

んどん使って、その後に何も見ずにやってみて、それでできていたらできたことにしよう

とか、そういった本人の意識による部分があると思います。ＡＩなしでもやってみてちゃ

んとできている、それをマスタリーというふうに考えるというような、どこで自分がちゃ

んと覚えたと認識しているのかというところを確かめられるといいと思います。やはり練

習からテストまで時間があるので長期記憶に繋がらないといけない。いくらその場ででき

たと言ってもどうしようもないと思います。別に、練習問題自体にＡＩを使うのは問題な
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いと思います。 

２つ目のこれからどんどん仕事が変わっていくという話ですが、今、メンタルヘルスの問

題は大きくて、アメリカの大学では３割くらいのお子さんが何らかの精神安定剤や薬を飲

んでいるという報告もあったりします。今、時代背景的に子どもたちはかなり色々なスト

レス感じやすくなっていると思います。なので、どうやって自分のウェルビーイングを保

っていくことができるのか、それは運動なのか、音楽をやることなのか、数学をやるという

子もいるかもしれません。自分の状態を良い状態にするためには、どういう生活の習慣、食

生活、趣味に時間を捧げられるのか、そういうものを知っておくというのはすごく大切な

ことだと思います。仕事が変わっていくという中で、アジリティーとかアダプタビリティ

とか対応力というのは重要になる。学ぶ力、学ぶことを学ぶというのが、今まで以上に大切

で、今やっていた仕事がすぐなくなってしまったとしても、また次の仕事で学び直せばい

いと思えることはすごく大事だと思います。 

同じ医者だとしても、仕事の仕方は明らかに変わってきていて、例えばアメリカの歯医者

では、今まで先生が画像を見て診断をしてという形だったのですが、今は先にＡＩが診断

をしてそれに対して先生がどこまで欲深くこういう治療をしなさいと言うかどうか。３人

歯医者に行って、３人言うことが違うというようなことが起きている。患者側からすると、

どうやって批判的思考能力を持って、歯医者にだまされないように治療を受けるかという

ことが大切になってきますし、歯医者側からすると、どうやってＡＩを使い、よりよい医療

を届けようかということになります。これは今までの医療と全然違ってきています。それ

がこの数年で起きているので、10年後を考えるともっとすごいことになってくると思いま

す。なので、対応力というところがどんな仕事でもすごく大切になってくると思います。 

区長室長 ありがとうございました。 

他にご質問ある場合は、事務局のほうで受け付けして、竹村様のほうにご連絡させていた

だければと思っております。 

本日はありがとうございました。もう一度大きな拍手をお願いいたします。 

それでは最後に森澤区長からご挨拶をいただければと思います。 

区長 本日はありがとうございました。皆さん、まだお聞きしたいこともあったと思いますが、Ａ

Ｉのこれからというところを踏まえてどうしていくべきか、色々なヒント、知見をいただ

きました。これを踏まえて、今後、義務教育だけじゃなくて、幼児教育も含めて、幼児期に

どう過ごすかみたいなことも大事になってくると思いますので、しっかりと考えていきた

いと思います。 

本当に貴重なお話をありがとうございました。 

区長室長 ありがとうございました。 

次回の予定については、冬頃講演会を予定しております。また事務局の方からご連絡を差

し上げます。 

本日はこれで終了となります。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


